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 費用と労力をみんなでシェアして中小規模大学でも機関リポジトリ
構築を実現
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広島県大学共同リポジトリ(HARP)



広島県大学共同リポジトリ(HARP)

 広島県大学図書館協議会が運営

 参加校(13校) ：呉工業高等専門学校、尾道大学、広島国際大学、広

島国際学院大学、広島女学院大学、広島工業大学、広島市立大学、
広島文化学園大学、広島文教女子大学、広島経済大学、日本赤十
字広島看護大学、比治山大学、県立広島大学

 参加館からの費用徴収

 年額３万円

 機器の保守や更新積み立て

 １、２名の担当者(アルバイト雇用)が参加館全体の作業を行う

 参加館で役割分担

 CSI委託事業も・・・

 広島大学は運営に協力

 機器管理・情報提供・助言などでHARPをサポート



コンテンツの数（H22年度）

 HARP全体 １,６４３件

 紀要論文 1,243件

 学術雑誌論文（国内） 180件

 会議発表論文 72件

 テクニカルレポート,ワーキングペーパー 58件

 図書・図書の章 31件

 学術雑誌論文（海外） 6件

 学位論文 6件

 その他 17件



H22年度の活動内容

 参加校数 H20 (11校) ⇒ H21 (12校) ⇒ H22 (13校)

 新たに呉工業高等専門学校が加盟

 広島大学で講習を受けたアルバイト２名に作業を集中化
 スキャニング・PDF処理、メタデータ作成、文献リスト作成、著作権者
への許諾確認、４大学への出張作業など

 広島県大学図書館協議会H22年度第１回研修会開催（於広
島経済大学参加１９校３８名）
 講演、IRについての講義、コンテンツ収集の実践報告、登録実習
（DRFからの派遣に頼らず実施）

 ミニ登録講習会(於広島市立大学)

 DRF/ShaRe-Shinshu・ DRF/ShaRe-Kyushuで発表

 リポジトリ委員会
 ミニ勉強会付



ミニ登録講習会(於広島市立大学)

 何人かの担当者による自主的な講習会

 5大学から6名が参加(講師3名)

 自前のテストサーバを使用

 参加者同士で補い合いながら和気あいあい



特徴的コンテンツ（尾道大学）

 尾道という地域に関連したコンテンツ

 アートによって空き家・廃屋に光を当てる試み「AIR

ONOMICHI 」の活動記録

 尾道を題材とした創作民話「尾道草紙」

 尾道地域へ向けた学生からの提言レポート

 「おのみち商店街ものがたり」

 尾道市などの協力で開催した商店街イベントのため製作された絵本

 今後の展開

 尾道の民話伝説の紙芝居

 尾道市立中央図書館からの依頼で学生が紙芝居化

 日ごろから、学内情報や、新聞等の地方欄をチェック



特徴的コンテンツ（尾道大学）



HARP(共同IR)のアクセス統計
 アクセスログをフィルタリングし、機関ごとに分離して各自で取得できる
ツール(momiji)の正式運用
 ひとつのシステムを共有しているので、ログの切り分け作業が不可欠
 切り分け前のログファイルは自動更新されるページからダウンロード
 OAI-PMHを応用したシステム非依存のツールなので、単独IRを持つ広島大学
も利用している

 アクセスログを集計して研究者にメールするツール(momizail)の実戦投入
（広島経済大・広島大）
 教員からの好反響、想像以上に閲覧されていることへの驚きと喜び
 登録依頼を持ちかけやすくなる
 リポジトリの存在を改めて意識していただける良い機会⇒登録促進にも効果

 アクセスログ集計の要望
 Excelの簡易集計マクロ(momilip)を作成、広島市立大などで使用

 使いやすさの面で課題も
 件数順ソート、異なる著者名表記への対応
 今後改良を進めることで、より多くの機関に利用してもらうことをめざす



共同構築の良さ、HARPの今後の課題

 システムなど共通点が多いので教え合い・相談がしやすい

 ひとりではないという実感、支えあい

 やはり気になる他機関の状況
 他機関の取り組みはよい刺激に

リスト作成・資料提供依頼・権利調査・登録など一連の作業
の進捗管理が困難
 良いツールは無いか？

コンテンツ数の伸び悩み
 紀要の遡及登録が終わった後は・・・

コミュニティーの継続性
 担当者の交代・CSI委託事業の終了


